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資料１

消費生活相談の状況①

○県内（全国）の消費生活相談窓口に寄せられた相談件数の推移

　・前年度と比べて2,797件（12.0%）増加
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(単位：件）



消費生活相談の状況②
○年齢層別相談件数の推移

　・例年、年齢層が高くなるほど相談件数が多くなる傾向にある

　・60歳以上の相談件数の割合が約半数（48.4％）を占めている (単位：件）
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消費生活相談の状況③
○販売購入形態別相談件数の推移

　・通信販売に関する相談が最も多く、店舗購入、訪問販売と続く
(単位：件）
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消費生活相談の状況④
○年齢層別平均既支払額

　・全体の平均額は昨年度（383千円）と比べて12千円（3.1％）増加
(単位：件、千円）
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(単位：件、千円）

＜平均既支払額の推移＞

＜年齢層別の平均既支払額＞

最近の消費者被害の事例　①定期購入トラブル

＜ポイント＞
○健康食品、化粧品など
でトラブル増加

○「お試し」「1回限り」の
つもりがいつの間に
か定期購入に

○SNS広告を通じて被
害に遭う方も多い
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最近の消費者被害の事例　②訪問販売トラブル

＜ポイント＞
○一度点検を承諾して
しまうと、冷静な判
断がしづらくなる

○事業者の話をうのみ
にせず、その場で契
約はしない

○クーリング・オフや契
約の取り消しができ
る場合がある
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最近の消費者被害の事例　③震災便乗商法（義援金詐欺）

＜ポイント＞
○災害の混乱や、被災者を支援
したいという気持ちにつけ込
んだ詐欺

○公的機関が、電話や訪問等で
義援金を求めることはない

○被災地では、避難生活に必要
な物資を高額で訪問販売する
悪質業者も
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